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 釜石市唐丹町本郷は，1933 年昭和三陸大津波の後に高台移転を果たしたこと

で知られる集落である．2011 年東北地方太平洋沖地震では津波による大きな被

害を受け，建物被害率は 37.9％の上った．津波によって家を失った世帯は，現

在，仮設住宅等での生活を余儀なくされており，一日も早い住宅の復興が待た

れている．しかし，復興に向けた取り組みは必ずしも順調に進んでいない．本

発表では，本郷における復興がどのような経過を辿ってきたのかを概説し，今

後どのような対応が必要となってくるのか議論する． 
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